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700系新幹線電車の開発
伊藤 順― (東海旅客鉄道株式会わ

700細

1.新幹線車両の推移
(1)直流電動機から交流電動機かの発展

1964年の東海道新幹線の開業で登場した 0系電車からほぼ

20年後の1985年に次のモデルチェンジの100系電車が登場し,

白充電動欄G動の最後を飾る車両として車内設備,内装等の全

面噛改良,新幹線で初めての付随車及び三階建て車両の採用,
環境対策,性能向上 。軽量化・コスト低減等を徹底的に追求
し,多くの意味で爾後の車両設計に大きな影響を与えた。一方
でその当時から交流電動機駆動の要素技術の開発が進められ,

JR発足後新幹線の輸送サービスの向上及び航空機との競争力

強化のため最高速度270km/h,東京～新大阪間を従来から約20

分短縮して 2時間30分とする300系のぞみを開発し,1992年に

営業開始した.

速度向上の課題は騒音振動などの沿線の環境対策で,特に東
海道の軟弱地盤に対して車両を大幅に軽量化する必要があっ

た.こ のため軸重を従来の16ト ンから11.4ト ンに低減した

性能向上及び軽量化の主要な技術はVVVF誘導電動欄駆動方
式,回生ブレーキ,車体を空気ばねで直接支持する軽量台卓
アルミ軽合金大型押出し形材による軽量車体,月要|=lの軽量化等

で,重量は16両編成で100系の925ト ンに対し300系は710ト ン
と200ト ン以上の軽量化を実現した.

(2)700系電車の開発

700系は300系の後継車両として,各号車の定員を300系と同
一とし,車両イ面格も300系量産車並みを目標とした.性能は加
速度及び最高速度を向上 (2701dl1/hか ら285km/h)す ることと

した。改良の要点は,300系の紐験とその後の要素開発の成果
を反映して―層の質的改良をはかるもので,快適 l生の改善,環

境適合 l生,性能向上,省力化など全般に渡るものであり,300
系のシステムのままでは改良に限界があり,モデルチェンジが
必要な段階|こ至り,700系の開発となったものである.

乗り′Ё地向上や草内騒音低減のために車体構造の変更,台車
の改良による重量増加は他の部位の軽量化で打ち消し,300系

と同等以下の重量とした.電気機器の軽量化,電線,配管など

詳細にわたる仕様の見直しの総合成果である。軸重11.4ト ン

の300系と同等の総重量で乗りょ削 や車内騒音など快適′性の向

上に重点的に重量を追加 (20ト ン程度)することによって各部
の改善を果たし,1生能,コスト,重量をきわめてバランスよく

実現したのが700系の特徴であり,鉄道経営の観点からコスト
パフォーマンスを最大限追求した車両である.

2 700系電車の特徴

(1)システム欄或

300系 は10M6T(Mi電動車/T:付随車)で,MTMの 1ユ
ニット3両を基本とした 5ユニット編成であるが,700系は

12M4Tで 1ユニットを3MlTと する 4ユニット編成であ
る。最高速度が300km/hの 500系のぞみは性能向上 ,ブ レーキ

性能の確保のため全電動車としたが ,全電動車は電動機や待峰,

装置の数力寸勘日して価格増となるため ,価格の安い付随車を適

切に配置し ,270km/hの基本設計で生じた余力を活用して山陽

区間で可能な限り速度向上を図るものとし,結果的に285km/h

とした 種々の検討結果では ,付随車のブレーキ負担を半威し
てM車全体で負担すれば ,10M6T及び16Mと比較して軽量で

価格も(醜できること力半1明した ,更に ,付随草は軽量で童量
追加にも余裕ができ ,騒音対策を充実したいグリーン車及び滑

走を「方止するためブレーキ負担を減らす先頭車を付随車とし

た。なお主回路機器の重量対パワーは100系に比較して700系

は2倍以上の効率向上になった 。
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(2)乗り,酎也改良

軌道管理が良好な現在,乗り,亡、地は明かり区間では殆ど問題
ないが, トンネル内では圧力変動等によって左右動力寸勘日する

場合がある。対策の第一は草l本間のダンパ設置によるヨーイン

舛印制,第二はセミアクティブ待lli辰市1御装置により台車と草イ本
を結合するダンパの定数を可変とし,振動のレベルlこ応じた最

適制御を実現した.明かり区間はダンパを柔らかく, トンネル

区間では硬くする.第二は空気ばねを変位に対して非線形なば

ね定数とし,また空気ばねの間隔も更に広げて曲線通過時の乗

り,と地を改良した.第四に先頭形状の改良で後尾車両に特有の

尻振り運動を抑制した。以上の技術は最近の多くの優等車両に

いずれも採用されるが,線区や車両の特l生に合わせた定数の最
適化が必要である.

(3)車内騒音対策

騒音対策は発生源である床下機器等からの音のイ氏蔵を基本と

し,更に卓イ本の防音対策を施した.変圧器や電動機などの電気

機器の騒音は駆動電流の波形歪みが原因で,半導体のスイッチ

ング周波数を向上し大幅に改善した.700形は素子をGTO
(ゲートターンオフサイリスタ)からIGBT(絶縁ゲート型バ
イポーラトランジスタ)に変更し,コ ンバータのスイッチング

周波数を300系の420Hzに比較して1.5kHz,イ ンバータでは1.0

kHzに向上した.

次に車両が走行する時に礎 やトンネルとの相乗イ乍用によっ

て車体各部から侵入する騒音は草イ本の防音封策の強化に頼らざ

るを得ない。そのため車い臆造は同じアルミ合金形材でも,従

来のソリッド形材から中空のホロー材を採用し,中空部分には

遮音・制振材を封入した。また,電動台車の上部はゴムの弾l生

支持による浮き床構造とした.グリーン車の窓には通常よりも

分厚いガラスを使用して静粛化を計った.なお,今回の中空形

材は歴史のあるヨーロッパのそれとは異なり,全体の厚みは50

mm,肉厚も上下の板を 2 mm, トラスを1.5mmに薄肉化し,かつ

気密車両として大きな圧力変動に耐えられるように断面形状等

を考慮した.

(4)瞬
環境対策は騒音対策の他にトンネル区間の多い山陽区間の速

度向上を考慮し, トンネル出口での圧力変動によるドン音やす

れ違い時に対向列車に影響する先頭部の圧力分布を改良した。

その要点は,先頭部の断面変化を緩やかに,下定の変化をさせ

ることが必要で,運転室の構成や客室定員の確保も考慮して先

頭部を9.2mに延長し,先頭車両の長さもやや長くした.

集電部は高陛能シングルアームパンタグラフと支持碍子のみ

を覆う小型の碍子カバーとし,従来の大型のパンタカバーはや

めて,騒音及び圧力変動も低減した。現在ではパンタグラフの

空力技術が進歩して騒音が大幅に低減し,むしろ大型のカバー

は自身の音が大きくて不利となった.走行試験の結果では圧力

変動も騒音もこれまでに比較して最良となった。

(5)車内設備

高速車両は一般的に断面を小型にする.100系から300系で

車イ本高さは4mから3.65mと したが,｀700系では300系とほと
んど同じ断面とし,室内空間は照明などの構成を見直してむし

ろ広く開放的にした.

:要 li・卜は 1人当たり12kgで ,300系並みの軽さとした.空調は

日本の高温で多湿な気候にも対応できるよう, 1両当たりで,

イ進木の33℃・53,000kca1/hか ら40℃・58,000kca1/hと した 。

また ,吹き出し風の温度をより低下させて循環空気を少なく

し ,室内の静粛化とダクトロスのや質成を図った 。室内の循環風

量を減らして冷房効果を高めるため ,熱交換器は従来の一段か

ら ,二段階に冷却する方法を鉄道車両用空調として初めて採用

した。新幹線は換気負荷が大きいため ,換気装置による新鮮空

気を最初に単独に冷やすことは効果的である

(6)省エネ・省力化

床下の平滑化等によって700系は300系に対して15%程度空

気抵抗を低減した この結果,東海道区間の消費エネルギーは
300系に比較して約10%の低減した。また,モニタリング機能

を強化し,モニタ装置による状態監視及び検査を可能とした.

(7)価格子氏〕哉

中空材はソリッド材に比較して組立工数が大幅に減少するた

め価格低減が可能となる.構体で20%程度のコスト低減,ま
た,300系で使用したGTOに対して700系ではIGBTを採用
し,サイリスタからトランジスタの変更による周辺回路の簡素

化等も含めて30%以上のコスト低減を実現した。その外,内装
の一部モジュール化,ユニット構成を従来の 5ユニットから4
ユニットに減らしたことによる装置の減少も寄与した.

3,700系の効果と電車方式の新たな発展

300系の開発以来,誘導電動機方式が標準となり保守も軽減
した 回転訓験時の振動及び音の診断で異常の検知が可能とな
り,電動機の非分解検査も実現した。現在既に300万km以上非

分解の実績もできた,電動機の等峰日装置もリアクトル及びスナ
バ抵抗などが廃止または大幅に縮小し,検査も簡素化した。強

力なモニタ装置は運行時の機器の状態監視だけでなく,データ
の蓄積によって今後の検査体系を効率化し,更に最適な保守が

追求され進歩する。過去t漆塾ワ方り消 町とされてきた保守の

負担は軽減されつつある。また,300系の登場から6年以上の

実績によれば,大幅な軽量化でブレーキライニングの磨耗も河

少し,空気ブレーキの使用割合が少ない電車の本来的な特徴か

ら,ブ レーキライニングの取替周期は100万kmにもなってい

る.0系や100系の取替周期は40～60万kmである.パワーエレ
クトロニクスによって電車は絶えず進歩を遂げている。

電車の電気機器は電動機の数は別として,機関車が集中配置
していたものを各車両の床下に分散配置しただけである。技術

の進歩は客草並みの静粛性と乗り心地,検修の効率化を可能と

した。更なる高速化に対しても粘着上有利な電車方式の魅力は

きわめて大きい。ブレーキは問題なく有利である.床上を全面

噛に利用し座席を多く確保できる。新幹線は400mで 1,300人

以上の定員を確保する。300系から700系の進歩は誘導電動機

駆動システムの登場と発展の典型的な例で,それ自身の更なる

技術の進展によって,電車の優位を築く契機となった。直流電

動機の時代の比較論はもはや古い時代の議論になった.

700系電車は以上のようにさまざまの改良内容を盛り込ん

で,今年の 3月 に営業開始した。順調にその改良の効果を発揮

している.



部門長就任に際して

第77期機械力学 。計測制御部門長に

就任に際しまして, ご欝 申し上げま
す。ご存知のように日本の景気が低迷するなかで,学会の財政
もよいとはいえない状態にあります。当部門は歴代部門長,運
営委員の皆様のご尽力により,優れた活動をイ子って来たわけで
ありますが,部門の運営も,従来許されていた膨]長す旨向の運営
は難しく,また,すべきでないように思います.
当部門も創立から10年以上が経過して,社会的な環境も変化
しそれなりの方向変更を考えるべきときと考えます。これまで
のイ凹l生も大きく,また,変更することが必ずしも良いわけでも
なく,今後検討していきたいと思います
学会あるいは部門の役割を考えると,機械力学 。計測制御部
門の技術者および研究者の情報交換は最も重要なものといえま

す.部門所属の30以上の分科会,研究会そしてD&D講演会は

脱 ζ露 ほセ完笠亀 縦 r雪が議 臨 響泡 k
の方々が参加されて貴重な情報交換の場として機能してきまし
た。

年次大会などを考慮にしたD&Dの開催時期について,運営
委員会,および常設委員会委員長連絡会で議論いたしました.
部門講演会(D&D)を「発表の場」よりも「議論の場Jに,参
加者にとって実り多きものにしたいと考えました。本年は年次

大会が 7月末に開催されることから,D&D'99が 3月 に千葉
大学において開催され,多 く参加者があったことは記憶に新し
いところですが,従来の夏の時期の開催ととしべて,春の開催で
は,大学にあっては入喘訓験や卒業式などの行事,企業にあっ

佐藤 勇一 (埼玉大学)

ては人事異動などがあること,さ らに日本機械学会の各支部総
会および講演会がこの時期に開催されることなどを考え合わせ

まして,大会期間中通しての参加は夏の方が容易との結論に至
りました

年次大会に関しましては,今年は 7月 27日から,2000年は 8
月 1日から開催され,ま た,2001年は9月初旬に予定されてい
ますが,年次大会では部門横断的な企画が中心であることか
ら,1か月程度離れた時期にD&Dを開催するのであれば年次大
会との関係はそれ程問題にならないと判断致しました。

D&D2000の 具体的な内容については検討中ですが,9月 5
日から4日間を予定しております 会場につきましては大亦絢
一郎先生,下坂陽男先生のご尽力で明治大学リバティータワー
9申田駿河台)を予定しております.また,金子副部門長から
はD&D2001を 8月初旬に開催するご予定とうかがっており
ます

部門の研究対象分野についてもより広い視野から新しい分野
へと広げる必要もあると考えております.音や波動に関連した
分野はその一つと考えており,来春に日本音響学会との共催で
振動と音響に関するシンポジウムの開催を企画しております。

振動と音響の境界領域における未解決の問題,今後の研究課題
などを取り上げた企画も考えております.詳細1競 ですが,

会告,ニューズレターあるいは部門のホームページでご連絡し
たいと考えております.

最後に,部門の活動はメンバー各位の積極的なご参加が基本
でございます。講演会,講習会,分科会,研究会などへの積極
的なご多加とご提言をお願い申し上げます

｛
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部門長退任のご挨拶

第76期の機械力学・計測制御部門の部門長を退任するにあた

り,一言ご挨拶を申し上げます ま成 部門長としての 1年間
の感想ですが,過ぎてしまえば長いようで短い1年でした。こ
のような感想を申し上げられるのも幹事の須田義大先生をはじ

め,常設委員会の各委員長・幹事の方々と部門運営委員会の委
員の皆様そして当部門の活動を献身的に支えておられる皆様の

ご協力とご支援,および事務局の宮原さんの強力なサポートの
賜物であると確信しております。心から御ネし申し上げます。

第76期は学会として第 2世紀に入って,新たな飛躍を模索し
つつ,学会全体の組織体制,運営方法そして部F写活動に到るま
で径点検と見直しをするという方向が出された年度でもありま

した.具体的には昨年12月に出された「第 2世紀将来構想実施
検討委員会答申書Jにその言淋田が述べられています。これは機
械学会としての21世紀初頭へ向けての「戦略Jを謳ったもので
内容的には深く検討された内容であると感じました。とくに,

学会の存在理念として「社会に対するアカウンタビリティJを
明確化している点は大変意義のあることと思われます。一方
で,景気の低迷が学会の財政を直撃して,暗[F]事業における
一般管理費改正Jが実施されました。具体的には75期に問題と
なった「繰越金が部門交付金の 5倍を越える場合は交付金を実

野波 健蔵 (千葉大学 )

質カットJと いう件は白紙となり,替って「講演会,講習会の
ll叉入の10%が学会収入という方式が,支出の20%が学会ll又入J
と改められました。講演会,講習会の活発な当部門にとってこ
の影響は大きく,今後の部門運営に工夫を要することと思われ
ます

さて,第76期の部門活動の大きな変更点はD&D'99を 3月
に開催したことです。これは通常総会講演会と全国大会を年次

大会に‐本化したことによるものです。それにD&D10周年と
いうことで春先の開催の可能l生を探ることもありました。結果

的には皆様の絶大なる硼 平とご協力によりまして知成功を収
めることが出来ました。また,任期中に部門登録者ネットワー
クの登録者増加を試みましたが,結果的には功を奏しませんで
した。dmc member@isme.Or.,pの ネットに登録している
人は依然として部門登録者 (第 3位まで)総数の10分の 1以下
です。これはdmc member@jsme.or.jpの ネットワークが
貴重な情報源となっていないことの証です.まずは内容の充実
を優先すべきでした。これは今後の課題と思われます。

最後に,当部門の益々の発展を祈念して退任のご此難 とさせ
て頂きます.
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D&D′99報告
実行委員長 野波 健蔵 (千葉大学)
幹事 須田 義大 (東京大学)

3月 16日から19日 までの 4日 間,D&D'99が総合テーマ

「フロンティアエンジニアリングとグローバルスタンダードを

目指してJを掲けD&D10周年記念大会として千葉大学で開催
されました。なお,D&D'99の 中で第 6回「運動と振動の制
御Jシンポジウムも併設しました 従来D&D講演会は夏期に
開催されておりましたが,今年度から機械学会全体の年次大会
を夏期に開催することとなり1999年は 7月 末に開催されるこ

とになったため,D&D'99を年次大会から離して早春の時期
に繰り上げて開催しました。また,春先に開催して学生の参加
を増やそうというのもねらいでした.

当初,D&D'98以降十分な準備期間が無いため,発表論文
数,参加拗 減妙 することを懸念しましたが,最終的に,第
6回MOVICシンポジウム論文77編とD&Dの基調講演も含め
て,発表論文総数は489編となり,かつ,参加登録者は722名

に達しました.

発表論文総数はD&D'94秋 田と100周年記念時のD&D'97
東京に次ぐ論文件数であり,参加登録者はD&D10年の歴史の

中で第 1回のD&D'901こ 次ぐ登録者数でした。とくに,学生
の参加者が増えたことが特徴で,従来は100名程度ですが,今

回は188名 と約1,9倍となりました。この意味から,D&D'99
では研究者・技術者の予備軍である大学院生が主体的に参加・

発表できるJ講演会を目指すというのが 1つのスローガンでし

たが,数字にはこれに近い成果が得られたもの思われます。

今回は10周年記念ということもあり,特別詢寅を3件企画し

ました。「グローバルスタンダー ドの時代J(中 Jヒ 徹向 ,

「SFから不斗学へJ(|ジム弐本零士氏),「グローバルスタンダード
時代,我々に何が問われているか?-21世紀の工学教育・研究
とエンジニアの役割J(大前研一氏)です。いずれも200名を越
える参力日者がありました。また,21のD&Dオ ーガナイズド
セッション,およびこれらすべてのOSでの基調講演,12の

MOVICオーガナイズドセッション,ポスターセッション,
v_BASEフォーラム, 3つのワークショッブ チュートリアル・

振動制御ベンチマーク・マルチメディア作品コンテストの3つ

の特別企画,そ して,18日の夜には千葉市長を迎えての懇親会

を行いました。論文数も多い上に, このような多彩な企画を行

い,常時パラレルセッションとして 8室か9室の講演室で講演

や企画が実行された関係で,折角の良い企画にも係らず聴衆が

少ないということもありました これは反省点と思われます.
一方,戦後最悪の景気低迷の中で機器展示に21社,書細暖示・

販売に3社,カ タログ展示に12社,広告掲載に憾社のご協力を

得ました.この財政的なご支援も過去のD&Dのなかでも最大
規模に相当しております。これは当部F日の日頃の活動の成果の

賜物であると思われます ご協力頂いた関陳各位に感謝致しま
す。

D&D'99は従来の夏期から早春の 3月 に繰り上げての開催
でしたので,皆様のスケジュールに少なからぬ影響が生じたこ
とと推察します D&D'99終了後のアンケートでも様々なご
意見をお寄せ頂いております。確かに見■月シーズンは時間のゆ

とりが有るかも知れません。しかし,過去のD&Dのデータを
チュックした結果意外なことが分かりました ゆとりのある8
月より忙しい 7月の開催日寺の参加者が多いということが分かり

ました。今回D&D'99を入試関係で多忙でもある3月 に開催
しましたが,結果的に参加者力寸曽加しています。「時間的に多
忙であることは必ずしも参加者数を減少させないJという結果

となりました。これは今後の教曰llテυヽも知れません.

最後に,D&D'99実行委員会は運営委員会メンバー全員と
これまでのD&Dの細瞼豊かな約10名の委員とで構成されまし
た D&D'99の 成功はこの実行委員会メンバーの献身的なご

協力の賜物であり,ま た,D&D'99参加者の皆様のご支援に
より成しえたものです。ここに,往Π礼申し上げます.

なお, このニュースレターカ涌*頃には, CD― ROM論文
集が完成し,講演論文集をご購入の皆様のお手元に届いている

かと思います。
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1998年度部門表彰式の報告

表彰委員会 委員長 鈴木 浩平 (東京剖範りSつ
幹事 田中 信雄 鰊京剖工訴帥 玲析坤

本部門としては,第 7回にあたる部門賞 (部門顕彰と部門一
般表彰)の受賞者が決まり,千葉大学で開催されたD&D
Conference'99の会期中の 3月 18日に,懇親会会場のホテル
サンガーデン千葉において,各賞の贈呈式が盛大に行われまし
た。部門顕彰の 5件と一般表彰の部門貢献賞 3件は,多 くの推

薦された候補者の中から選考委員会(委員長 田中信雄(東京都
立科学技術大学))で審議・選考され,一般表彰のオーディエン
ス賞 3件は,D&D Conference'98実 行委員会における選考
委員会(委員長 山田元OL詔執もで力)で選考されました。ここ
に受賞者の写真を掲載し,受賞された方々の栄誉をたたえま
す。なお,各受賞者の紹介,功績などは,後日,機械学会誌 9

月号に掲載される予定です

1.部 門顕彰
部門功績賞   原 文雄
部門国際賞    鈴木浩平
技術業績賞   林 鞘 Б
パイオニア賞   成田吉弘
パイオニア賞   水野 毅
2.部 門一般表彰
部門貢献賞    安達和彦
部門貢献賞   平田光男
部門貢献賞    渡辺 亨
オーディエンス賞 淘 1鵬生

オーディエンス賞 オ白崎昭宏

オーァィエンス賞 金丸善博

(文中,敬称略)

(棘チ里ホ斗ノギ学つ
(棘碑 )

(lttl東″
~)

(】ヒ拍匈麟こ主]二多〈う大ご寺圭)

(埼中

(ネ申戸坤

(弾
優應議吠学)

(弾 )

(石lil島播磨重工業開)

(本田技術研究所)

受賞された方々 :前列左より,成田,鈴木,原,林,水野の各氏
後列左より,渡辺,平田,安達,金丸,荒川の各氏
(表彰式に出席された方 )々

倫
▼
ヽ .

熱

表彰委員会からのお知らせ

1999年度部門賞候補者の公募

すでにご承知のように,本部門では毎年度,本部門における
活動に貢献された方 功績・業績の顕者な方を下記の各賞によ

り表彰しています 受賞者には,部門長より賞状と記念品力羽曽
呈され,ニュースレターおよび学会誌上でも発表されます。本
年度は,下記の要領で受賞候補者を募集しますので, ご応募下
さるようお願いします (自薦 。他薦いずれも可)。

烹己

1.表彩名称・対象
1.1 部門顕彰

(1)部門功績賞 :部門の発F喪,滑 l生イBこ顕者な功績のあっ

たイ回ノ＼

(2)部門国際賞 :当該分野の国際的学術の発展に寄与ち も
しくは国際交流に業績のあった個人

(3)学術業債賞 :当該分野の学術,出版などの業績が顕者
な個人

(4)技術業績賞 :当該分野に関連する技術・システムなど

の開発業績が顕者なイ固人

(5)パイオニア賞 :当該分野の萌芽噛研究,技術や学術の

発展l生が顕者な鍋才以上のイ固人

1.2部門一般表彰
(1)部門貢献表彰 :特定の部門の諸活動に関して顕者な成

果を挙げ,貢献した個人または団体
2.呻
A4サイズの用紙に下記要目を記入し,郵送願います。
(1)表彰名称

(2)候補者の所属・部署・氏名

(3)推薦理由 (200～500卓)

(4)推薦者のP力
~属
・部署・氏名・連絡先

(5)参考資料があれば添付する

3.提出先
〒1600016東京肺 区信濃鴫 5番地 信濃町煉瓦館 5階

硼日料 期醇会 機械力学・計測牛1御部F弓 議 員会

4.応募期間 :1999年 10月 18日～12月 17日
5.間い合せ先

表彰委員会委員長 木村康治 (東ミE絶だつ
TEL i03-5734-3179  FAX:03-5734-3179

E― mail:kkimura@mei.titech.ac.,p

表彰委員会幹事  嘩道佳明 (上智坤
TEL:03-3238-3314  FAX:03-3238-3311
E― mailiy―terumi@sOphiatac.,p

6.表彰時期・場所 :D&D Conference 2000 の会場を予
定しています

7.影 イ→→褒文
部門顕彰は5賞の候補者の中から5名以内を表彰します.部
門一般表彰は表彰人数を特に定めていません.

5
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今回はD&D大会と時と場所を同じくし, 3月 18,19の両日
にわたり千葉大学キャンパスにて開催されました。前回のシン

ポが97年11月に,そ してD&D大会も半年前に行われたばかり
でしたので,論文がどれだけ集まるか実行委員会として大いに

危咽己をしました。しかし,各セッションオーガナイザの大変な

努力と, 日ごろのこの分野での各研究機関の奮闘が形となって

現われ,13セ ッション,78編の論文発表という盛況に終わるこ

とができました。

発表の数では,免振・除振装置や制振装置の発表が従来に比
べて一段落したほかは,建築物,宇宙構造物, ロボットの制
御,磁気浮上・磁気軸受の制御,制振 。待1往,用センサー,新し
い制御嘔論の応用などが肩を並べており,各方面での継続的な

研究成果を発表していただくことができました。

しかし,発表者の所属を見ると,大学ないしは公的な研究機

関が9割以上を占め,民間企業からの発表は極めて少ない結果
となりました.大きな橋梁工事が終結し,国内景気も冷えてい

るとは言え, このままには放置できない状態ではないでしょう

か.運動と振動の制御研究が産業界で身を結ぶよう,機械学会
としても考えることカミ燿 でしょう.

このシンポジウムが初めて開催された10年前は,運動と振動
の市1往,, とりわけアクティブ制往「はまナ嗅 用化が各方栢旅ξ女合ま

り,学際蜘な会合であると言うだけでなく,内容的にもアイデ
ンティティの明確なイベントでありました。しかし,その後多

くの研究がなされ,D&D大会にも運動と振動の待峰「を主たる
内容とするものが数セッション組まれるようになっています.

次回シンポジウムのコンセプトを根本から考え直すことが必要

と思われます.

おわりに,運営のほとんどにわたっておん広朝こ抱っこで面倒
を見ていただいた千葉大学の皆様,学会事務局,ならびにセッ
ションオーガナイザの皆様にこころより御礼を申し上げます。

第 6回「運動と振動の制御」シンポジウム報告

実行委員長 石濱 正男 9彬剣|1工科大学)
幹事    川島 豪  (ネ申奈川工科大学)

メカトロニクスにおける運動と振動の制御

萌芽的国際シンポジウム開催報告

実行委員長 背戸 一登 (日本大学)

標記の国際シンポジウムが1999年 4月 5日から8日 まで早

稲田大学国際会議場において開催されました.この萌芽的国際

シンポジウムは,我が国力M尋意とし海外からの参加者に魅力的
な分野で国際交流を頻繁に開催し,大学院学生,若手研究者,

技術者に国際交流の機会を多く提供することを意図して, 日本

機械学会国際交流部会で提案されました。それを機械力学・計

測制御部門が受けて次世代のメカトロニクスの運動と振動の制

御をテーマに,通常総会の目玉として開催されたものです。

会議にはオーストラリア,中国,エジプト,ハ ンガリー,イ
ンド, 日本,韓国,ス ロベニァ,米国の 9カ国から102名の参
加者があり,2イ牛の基調講演 (富塚カリフォルニア大学教授,有

新企画 日本機械学会 。日本音響学会共催

振動・音響 。波動シンポジウム(案 )
～振動と波動の接点を探る～ のご案内

開催日 2000年 3月 16日 (木)～ 17日 (金)(日本音響学会
平成11年度春期研究発表会会期中)

日本太当船橋校舎 (千葉)

日本機械学会機械力学・言十測牛1御部F], 日オ輔彗雀學≒会

I.特丹1企画講演
i)超音波エネルギー利用の最新技術
五)設備診断
血)流体関連の音 (または楽器の音響)
市)耳鼻口因町対斗の立場から見た振動音響学 (仮題)
Ⅱ.オーガナイズドセッション

1)機械装置の騒音対策 (鉄道・車闘幡詠 清縦罰ヒ技術,

共鳴防止機構など)

五)音場制御 (ANC,音響放射,遮音,吸音など)
五)振動・音響脚 不可用 (診断技術 振動・音響計測およ
び評価,振動・音響インテンシティなど)
市)振動 。音響エネルギー利用 (振動輸送,音響浮揚・搬
送,超音波モータ,超音波洗浄など)

本立命館大教授)と 54件の論文が発表されました.その内, 日

本にいる外国人参加者を含めて外国人参加者が34名でしたの

で,国際シンポジウムにお、さわしい構成になりました.特に,
日本や韓国から大学院学生の参加が多かったことが本シンポジ

ウムの特徴でした。初めて英語で論文を発表する大学院学生が

多数おりましたが,外国の有名教授から質問を受け,堂々と答
弁する学生,質問の意味が分からず指導教授の助け船を借りる

学生等様々でしたが,一様に発表後の充実感と参加したことの

意義を感じてくれておりました。

国際会議の開催には長い準備期間と経費がかかります。何よ

りも手軽に開催できて,国際間の人局Fkを作ることに向いた,手

作りのシンポジウムの開催が適当と思われます。また,世界の

関亡ヽを呼応朝こは,萌芽陛のあるもの,我が離 ミ主導できること

力羽千要です。その意味でも本国際シンポジウムは大きな成果を

得ることができたと言えましょう.

標記のような音響学会との本格的な共催シンポジウムを計画

しています。近年,機械の分散コンパクト化,軽量化と併せて
人間の感陛を考慮した静音化技術が要請され,当機械学会でも
ご存知のように長年,異常音や騒音の低減化の観点から主とし
て機械音に関する研究が進められてきています。一方,音響学
会においても,従来より,音を作り出すことを含め音響一般に
関する研究が幅広く行われ, これらの講演会は各 ,々別々に行
われてきています。しかし,我が国における音響分野の研究を
広い視野から系統的に発展させて行くためには,両学会相互の

活発な交流を推進し,共に研究を進めて行く機会を設けること
が重要です。そこで,その試みとして今回のような共催のシン

ポジウムを開催することとなりました。音響の研究および,音
響関連分野における研究の将来像に関lさをお持ちの方 多々数の

ご参加を期待します。

なお,詳細が決まり次第,学会誌会告やホームページにてご

案内致します.

講演申込締切 :1999年 10月 29日 (金)(予定)
論文原稿締切 :2000年 2月 7日 (月 )(予定)
問い合わせ先

実行委員長 中サ1眸蒔   (広島大学工学部第一類)
TEL:0824-24-7574  FAX:0824-22-7193
E― maili nakagawa@mec.hiroshima― u.ac.jp
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第11回「電磁力関連のダイナミックス」

シンポジウム開催のご案内

主  催 :日本AEM学会
開催時期 :1999年 10月 13日 (水)～15日 (金)
開催場所 :横浜シンポジア

横浜市中区山下町2番地
産業貿易センタービル9F

TEL 045-671-7151
本シンポジウムも,はや11年目を迎えようとしており,異分
野とされてきた研究者 とくに産学の若手研究者のよリー層緊
密な交流目指しております。今回は, ショットガン&ポスター

方式の講演発表と同時に,電磁力関連のダイナミックスの `現

状と将来への展望"について思陣のない議論をすることを企画
し,以下のような特別セッション (表題はいずれも仮称)を企
画しました。

I「静電力応用の現状と将来への展望J
Π「高温超電導の現状と将来への展望J

Ⅲ「電磁力関連の基礎研究の現状と将来への展望」
Ⅳ「超音波モーターの現状と将来への展望J
V「磁気浮上車両の現状と将来への展望J
Ⅵ「醐 斗の)嗣蛙斎詔価の到犬とド籾く」
`横浜港を眼下に見下ろす会場"の周辺は,シ ンポジウムの合
間に,山下公園,港の見える丘公園, 日本丸とMM21エ リア
などの散氣 中華街での食事あるいは夜のライブハウスなど,
`横浜の文化"を垣間見るのにも最適な場所です 皆様の積極
的なご参加をお待ちしております なお,本シンポジウムに関
するお問い合わせは,以下までお願い致します.
委員長 :吉沢正紹 (dynamics@mech.keiotac jp)
幹 事 :澤田達男 (sawada@mech.keiO.ac.jp)
杉浦壽彦 (sugiura@mech keiO.ac.jp)

〒223-8522 横浜市港北区日吉 3-14-1
慶             斗
TELi 045-563-1141, FAX: 045-563-5943
URL http://wwwsoc.nacsis.ac,p/iSaem/Seadl1/

|

アジア太平洋振動会講 99開催案内
ASIA‐PACIFIC VIBRAT10N CONFERENCE'99
(A― PVC'99)

開催日 1999年12月 13日 (月 )～15日 (フk)
開帽卦也 orchard HOtel,Singapore
主l樫者  Schoo1 0f ふ/1echanical and Production Engi―

neering,Nanyang Technological University

SCOPE
The Organizing Com■五ttee is requesting papers
related to dyna■ lics,cOntrOl,sound and vibratiOn
fro■l industries, research organizatiOns and the
acaderic cOmmunity. The COnference 、vill be
broadly classried under the follOwing categories:

A.― Analytical&Computational W[ethOds/
B.一 BiO―VIedical ApplicatiOns / C一Damping /
D.― DynaH五 cs Ofふ /」iachines,Structures&RobOtics
/E.― Dyna■lics Of Plant Structures &Systems /
F,一Effects Of Noise&Vibration/
G.― Experilnental MOdal Analysis / H.― Irnpact
DynattiCS / 1.― Industrial Noise & /ヽ‐ibration /
」.― W【 achine COnditiOn IヽOnitoring / K.一 Noise
Sources&cOntrol Elements/L.一 Nonhnear Vi_
bratiOn&ChaOs/w[.― Rotor DynaHlics&TrubO_
machinery / N.―Vehicle DynaH五cs & COntrO1 /
0.―VibratiOn lsOlation&Redllction/
P,一VibratiOn COntrO1/ Q.― Other Related TOpics
EXHIBIT10N
An exhibitiOn shOwing the latest technologies in
acoustics and vibration equipment, instruments,

materials and sOftware will be held in cOn,unctiOn

with A― PVC'99.
ORGANIZAT,ON
Organizing COrnlnittee

(Chairmani K,M Liew, Nanyang TechnO10gical
University)

International Steering COm■ littee

(Chairman:T.Iwatsubo,Kobe Universitの
Local Advisary Comnュ ittec(Chairman: L.S,Fu,
Nanyang Technological University)
DEADLINES AND SCHEDULES
Subnlission of Camera Ready Manuscripts

August 30,1999
COnference              December13-15,1999
For further infOrmatiOn please cOntact:

AttniWIs WIerin Toh

A― PVC'99 Secretariat/Nanyang TechnO10gical
University / COnference WTanagement Centre /
Administration Annex #04-06/Nanyang Av―
enue,SingapOre 639798
TELi(65)790-4723/FAX:(65)793-0997
E_mail:APV'99@ntureduosg
Homepage:http://www.ntu.edu.sg/mpe/apvc'99
国内問い合わせ先

〒113-8656 東京都文京区本郷 7-3-1
棘 絆 孵 細 釘 斗呻

金 子 成 彦
TEL/FAX:03-5802-2946
E_mail:kaneko@ingram.mech t.u tOkyo.ac.jp

||

ジョイント・シンポジウム1999

スポ…ツエ学シンポジウム,シンポジウム:ヒ ューマン・ダイナミクス

ω 学・計測制御部門企画)

開催日:1999年 10月 27日 (水)～29日 (金)
会 場 :研究売充センター (つくtttD
テーマ i

<スポーツエ学>:医学,体育学,心理単 バイオメカニク
ス,材料学,力学,運動学,計測学など
<ヒ ューマン・ダイナミクス>:人購 ,生体力学,生体材
料,生体動特性,生体計測・制御,医療・福祉 動作・運
動,感性・矢賄ヒなど

内 容 :上記テーマに関する約501牛の一般講演をはじめ,長
野オリンピックで話題になったスラップスケートに関連した

研究者・コーチ・メーカー・選手に集まっていただき,よ り
良いスポーツ用具開発の方向′l生を探っていく予定です。

問合せ 。講演申込先 :

〒305-8574 つくば市天王台 1-1-1
呻 縣 麟 敬 鱒 )

TEL:0298-53-2624(薩 薩登)
FAX:0298-53-6507(体 甫や時等礁斎劣室)
E―Inail nfujii@taiiku.tsukuba.ac.,p

7
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在外研究報告

University of Florida

私がフロリダにイ子く“研究 "目的を誤解される知人 。同僚が

多数おられる中で,私は文部省在外研究員としてフロリダ大学
への留学に旅立った.留学期間は平成 9年 9月から10年 6月 ま

での10ヶ月間である.私の訪間先は,フ ロリダ大学・航空宇宙

学科のHaftk数授である.Haftka孝女授は,複合領域最適化

(Multidisciplinary Optimization I MDO)の 大家であ

り,研究室では主として複合材料を用いた飛行磯・航空宇宙惜

造物等における静的強度・座屈問題の最適設計,応答表面関数

を用いた婦捉男馬十, ファジー・GAによる劇 設言十,睡
量の簡易推定法等に関する研究を行っている.動力学噛問題に

おける構造と制御の最適設計を行っている著者に対して,

Haftka孝女授はありがたく(?)も「超小型飛行機(MAV)の形

状と制御の同時最適設計Jのテーマを用意してくれていた。

フロリダ大学のキャンパスは,と にかく広くて美しいことが

印象的である。暑い気候の土地柄であるうか, ここでは背広姿

の教官は皆無で,服装はいたってカジュアルである.最初に,

スーツ姿で訪れた私は,すぐに場違いであることに気づいた

キャンパスは,い くつかの湖を有しており,その中に棲みつい

ているアリゲーターを簡単に見ることが出来る。また, フロリ

ダ大学の一つの特徴は, フットボールが強いことであり,

1996年には全米チャンピオンに輝いている.大学内にある 8

万人収容のスタジアムで,試合が行われる日の地元の盛り上が

りはすごい。フロリダ大学における最高給取りは,学長ではな

くフットボールチームの監督で年棒は約200万 ドル 解梶 億 4

千万円)だそうだ.誰かが,「フロリダ大で一番大事なのは

フットボールで,アカデミックは2番目だJと冗談交じりに話

していたが,いやいやアカデミックでも頑張っているのであ

る。あのカルマンフィルタで有名なR.E.Kalman先 生はこ

この名勢 である.

Haftk崩刻受はすごく研究熱心な先生で,私がはじめて研究

室を訪ねた際に,時差ばけで住む家すら決まっていない私に対

し,上記研究テーマに関する分厚い資料を渡してくれ,その

上,「この資料を読んで2,3日後に君の意見を聞かせてく

れ 」とおっしゃっていただいたときにはさす力Чこ困った。研

究テーマに関する融∫理の知フ＼雨 子機は,いろいろな面で応用

が考えられる.小型化にともない劣化する安定性を向上させる

ために,i充体力学特l生を支配する飛行機形状と制御系を同時に

最適化することがテーマである.流体力学は専門外だと言った

ら,「君は学位を持っているんだろうJ,とあっさり言われて

しまった。米国で,学位とはそのような意味らしい。超/1靭

梶原 逸朗 (東京工業大学工学部機械科学科)

行機に関しては,い くつかの大学や研究機関で研究・開発され

ており,コ ンペティションも開催されている。余談だが,現地

で友ノ＼となった建築系の学生も,橋梁の強度,重量等を競うコ

ンペティションに参加し,如碗債を残したとの話を聞いた.米

国では,学生主体によるこのような競技タイプのイベントが多

く,彼らのやる気を起こさせる様々な工夫がなされていると感

じた。

日常生活では,休日にフロリダをはじめ米国内を旅行し,フ

ロリダ内外で様々な人々と出会えたことが良い経験となってい

る 旅行先で知り合った人たちとEメ ールアドレスの交換を 、r
し,今でもときどきメールで近況を話し合っている。また,渋 1

滞がほとんどないドライブは, とても日本では細験できないほ

ど映適で,車社会ならではの整備された道路環境は帰国後のド

ライブを苦痛なものにしてくれた。また,現地で知り合った友

人たちと何度もパーティーをやったことはいい思い出となって

いる.Haftka教授とは,週に一度, ランチを共にした 実
は,Haftk諺蛾懃よ日稲 を少し言舌すことができ, このランチ

の際に私が日本語を教え,その代わりに先生がランチ代を払っ

てくれる契約となっていた,Haftk期 の奥さんも日本びい

きで,家族ぐるみでドライブに行ったりして,楽しく過ごせた

ことにとても雇勒↓している。

Haftka教授と共同で行った研究の成果を論文としてまと

め,今年 4月 に米国St.Louisで 開催された40th AIAA

SDM会議で発表することができた.留学で得た細験は,私自

身の今後の研究から生活観にいたるまで大きな刺激を与えてく

れた。このような機会を得られたことに感謝すると同時に, も

うすでに次の留学にイ子きたい気分になっているが,それはなか

なか難しそうである.

写真 :研究室の仲間とレストランで  は対謗 Hヾ aftka教授)



研究分科会および研究会
名称の最後に#が付いているのは地区研究会です。また, *が付いているのは論文購読会です
詳しい内容についての問合せおよび参加希望の方は幹事にご連絡下さい。

A― TS10-3

み

コード番号 名 称  (期 間) 主 査 幹 事  連絡先 (Tel,E― mail)

P一 SC281
ダイナ ミカルシステムの先端的・知的制御に関する研究
分科会 (19967-19996)

野波健蔵

(千葉大 )

西オ寸秀和 (千喜窯チこ)043-290-3194
nisrェュ@meneth tin.chiba― u.ac.jp

P一 SC282
複雑系・非線形系のダイナミクスに関する調査研究分科
会 (19969-1999.8)

佐藤勇一

(埼玉大 )

森下 信 (横浜国大)045-339-4090
shin@structlab shp ynu ac.jp

P― SC288 流体計測制御問題調査研究分科会 (199610-1999,9) 香川利春

(東工大 )

伊藤雅則 (東京商船大)03-5245-7426
itoHl@ipc.tOshO_u.ac.,p

P一 SC308
回転機械における先端機械要素に関する研究分科会
(19985-2000.4)

神吉 博
(神戸大)

小林正生 (石播)03-3534-3351
m asao―kobayashi@ihi cO.,p

A― TS10-2 振動研究会 (1998,10-20039) 岩壷卓三

(神戸大)

松久 寛 (京大)075-753-5225
matsu@prec kyoto_u ac.jp
小泉孝之 (同志社大)0774-65-6492
tkoizuH五 @mail dOshisha.ac ,p

非線形振動研究会 (1998.11-200310) 吉澤正紹

(慶應大)

末岡淳男 (九大)092-642-3370
sueoka@mech.kyushu― u ac ,p
石田幸男 (名大)052-789-2790
ishida@ishidalab.nuem.nagoya― u.ac ,p
木村康治 (東工大)03-5734-3179
kkimura@mei.titech.ac.,p
永井健― (群馬大)0277-30-1584
nagai@cc.gunma_u.ac jp

A― TS10-4
ロータ・ダイナ ミクス・ セ ミナー研究会 *(199810-2
003 8)

岩壷卓三

(神戸大)

田中正人 (東大)03-5841-6373
tanaka@mech t u― tOkyo.ac ,p

A― TS10-5 FIV研 究会 *(19993-20022) 金子成彦

(東大 )

中村友道 (三菱重工)0794-45-6845
nakamura@wj.trdc.mhi.cO jp
稲田文雄 (電力中研)03-3480-2111
inada@criepi denken or.jp

A― TS10-7 モー ド解析研究会 *(1994.5-2002.4) 吉村卓也

(都立大)

鞍谷文保 (兵庫教育大)0795-44-2170
kuratani(Dlife hyOgo― u ac.,p
岩原光男 (いす 中ゞ央研究所)0466-45-2696
mitsuo iwahara@isuzu.co jp

A― TS10-8 回転体力学研究会 (19994-20043) 岩壺卓三

(神戸大)

小野京右 (東工大)03-5734-2171
ono@lnech titech.ac ,p
中川紀壽 (広島大)0824-24-7574
nakagawa@mec hirOshima_u.ac ,p

A― TS10-9 運動 と振動の制御研究会 *(19987-20036) 吉田和夫

(慶應大)
野波健蔵 (千葉大)043-290-3195
nonaH五 @meneth.tiin chiba_u.ac,p

振動・音響研究会 (19988-20037) 中川紀壽
(広島大)

/1ヽ嶋直哉 (山 口大)0886-35-9904
n_kOjilna@pO.cc yamaguchi u ac jp
西田英一 (バブコック日立)0823-21-5349
nishida― e@krl.bhk cO.〕 p
関口泰久 (広島大)0824-24-7575
seki@mec.hiroshiina― u.ac jp

A― TS10-11 北海道ダイナ ミクス研究会 #(199510-2000。 9) 丸山晃市
(北海道工大)

一ノ宮修 (北海道工大)011-681-2161
ichinOmiya@hit,ac.jp
小林幸徳 (北大)011-706-6409
kobay@eng.hOkudai.ac ,p

A― TS10-12 振動基礎研究会 *(199510-20009) 木村康治
(東工大)

小林幸徳 (北大)011-706-6409
kObay@eng.hOkudai ac.ip

A― TS10-13 振動工学データベース研究会 (1998.4-20023) 井上喜雄
(高知工科大)

岩壺卓三 (神戸大)078-803-6110
iwatsubo@mech kObe_u ac.,p
古池治孝 (川崎重工)078-921-1622
koike@ati khi.cO.〕 p

松田博行 (千代田化工建設)045-441-1377
hmatsuda@ykh chiyOda co.jp

A― TS10-15 新 しい分野における計測制御問題研究会
(19966-2002.5)

山本圭治郎
(神奈川工科大 )

小山 紀 (明治大)044-984 7410
oyama@isc meiji ac.ip

A― TS10-16 北陸信越動的解析・設計研究会#(199610-20019) 矢鍋重夫

(長岡技科大 )

沼岡一栄 (新潟ウオシントン)0257-22-2145
岩田佳雄 (金沢大)076-234-4672
iwata@t.kanazawa― u.ac.,p

A― TS10-17 ダイナ ミクスにおける先端技術研甕会
(1997 5--2002.4)

西原 修
(京大)

渡辺 亨 (慶應大)045-563-■ 41(3209)
toruw@sd.keiO ac.jp

ド TS10-10
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幹 事  連絡先 (Tel,E matl)主  査コー ド番号 名 称  (期 間)

雉本信哉 (九大)092-642-3428
kiji(Dmech kyushu― u ac ,p

柴田昌明 (三菱重工)0958-34-2470
shibata@ngsrdc mhi co ip

太田和秀

(三菱重工 )
A― TS10-18

九州ダイナ ミクス&コ ン トロール研究会 #
(1997.4-20023)

鈴木浩平

(都立大 )

井上喜雄 (高知工科大)08875-7-2314
inoue@mech.kochi一 tech.ac.,p
浅見敏彦 (姫路工大)0792-67-4886
asami短)mech.eng.hilneji tech ac,p

A― TS10-19 減衰 (ダ ンピング)研究会 (19976-20025)

伊能教夫 (東工大)03-5734-2642
inOu@mei.mei.titech ac ,p

ヒューマン・ ダイナ ミックス&メ ジャメン ト研究会

(1995 9--2000 8)

宇治橋貞幸

(東工大)
A― TS10-20

曽根 彰
(京都工繊大 )

A― TS10-21
21世紀に向けての構造動力学に関する研究会 *

(19984-2001.3)

安田仁彦

(名大 )
A― TS10-22 東海ダイナ ミクス・制御研究会 #(1998.10-20039)

佐藤一雄 (名大)052-789-9935
sato@mech nagoya― u ac ,p
宮崎修― (筑波大)0298-53-5283
Hliyazaki@mat ims tsukuba,ac jp
唐澤志郎 (神奈川県産業技術総合研究所 )
0462-36--1500

マイクロ材料・ デバイス・計測評価技術研究会

(1994.4-19993)
梅田 章
(計量研)

A― TS10-23

佐藤勇一 (埼玉大)048-858-3454
ysato@mech.saitaコ Qa_u.ac.,p
近藤孝広 (九大)092-642-3430
t_kondou@mech.kyushu― u ac ,p

パターン形成現象に関わるダイナ ミクス研究会

(1999.10-2004.9)

末岡淳男

(九大)
A― TS10-24

松下修己

(防衛大)

我妻隆夫 (アイ・エヌ・ シー・エンジエア リング)

03-3360-6610
金光陽― (九大)092-642-3427
kanerモ「litu@mech.kyushu― u ac ip

A― TS10-25 磁気軸受標準化研究会 (19984-2003.3)

野波健蔵 (千葉大)043-290-3195
nonaH五 @Ineneth trn chiba― u ac.ipA― TS10-26

磁気軸受のダイナ ミクスと制御研究会

(1995,4-2000,3)

岡田養二

(茨城大 )

鈴木勝義

(山形大 )
A― TS10-27 シェルの振動 と座屈研究会 (19954-20013)

藤田 聡
(東京電機大 )

A― TS10-28 産業施設の耐震問題研究会 (1995.10-20009)

萩原一郎

(東工大 )

古谷 寛 (東工大)045-924-5608
furuya@space enveng,titech ac ip
小机わかえ (神奈川工大 )0462-91-3192
kOzukue@me.kanagawa it,ac ip

A― TS10-29 最
適化解析に基づ く構造の知能化に関する研究会

(19961-200012)

谷順二

(東北大 )

表進浩 (東北大)022-217-5264
qiu@ifs,tohoku.ac jpA― TS10-30

インテ リジェン ト材料・流体システム研究会

(1996.4-2001.3)

永本寸不日照 (広島大)0824-24-7580
nagamura@gearl mec hiroshim a一 u ac,p
杉本信正 (阪大)06-6850-6190
sugilnoto@me es Osaka― u.ac,p

音響エネルギー研究会 (19968-20017)
中川紀壽

(広島大)
A― TS10-31

長南征二

(東北大)

江鐘偉 (東北大)022-217-5877
jiang@rOse mech tohoku ac ipA― TS10-32 東北

地区ダイナ ミックス &コ ントロール研究会 #
(1997.8-2000,7)

藪野浩司 (筑波大)0298-53-6473
yabuno@aosuna esys,tsukuba ac ,p
http:〃 mech gifu u ac,p/～ nOnl五b/ismeds html

機械工学における力学系理論の応用に関する研究会

(1997,10-2002 9)

矢 ヶ崎一幸

(岐阜大 )
A― TS10-33

梅田 章
(計量研)

梶原逸朗 (東工大)03-5734-2827
ka,iWara@mech.titech ac.,pA― TS10-34 機械工学における先端計測研究会 (19985-20003)

清水信行

(いわき明星大学)

今西悦二郎 (神戸製鋼)078 992-5640
e_iinanishi@rd kcrl.kobelco co.,pA― TS10-35

コンピュテーショナル・ ダイナ ミックス研究会

(19989-2001.8)

鎌田崇義 (東京農工大)042-388-7094
kama@cc tuat ac,p
古屋 治 (都立高専) 03-3471-6331
furuya@tokyo― tmct ac ip
渡辺鉄也 (埼玉大)048-858-9498
watanabe@mech saitama一 u ac ip
新谷真功 (福井大)0776-27-8541
shintani@scind2.mech.fukui― u ac ,p
藤田 聡 (東京電機大)03-5280-3372
sfujita@cck dendai ac.,p

水谷一樹 (二重大)059-231-9367
Hlizutani@mach.mie― u ac.,p
石田幸男 (g大 )052-789-2790
ishida@ishidalab nuem.nagoya― u.ac jp

成田吉弘 (北海道工大)011-681-2161
narita@hit,ac ,p

古屋 治 (都立高専)03-3471-6331
furuya@tokyo― tlnct,ac jp
柏崎昭宏 (石川島播磨重工業)045-759-2079
akihiro一 kashiwazaki@ihi co jp

最新の情報は日本機械学会のホームページ http://www/,Sme Or.,p/dmC/Circle/ をご覧 ください .



当部門には4研究分科会が設置されておりますが,3餌途 が

今年度で期間満了となります。学会の部門運営要綱では,原則
として1部門に3分科会の設置が認められております。つきま

しては,新規分科会を募集いたしますのでご検討下さい。な

お,設置の可否については部門運営委員会で審議の後決定され

ます。また,学会が負担する分科会の運営箇瓢よ昨年度まで年

額20万円でしたが,今年度より10万円となりました。詳細は,

部門幹事までお問い合わせ下さい.

分科会活動 (部門運営要綱抜粋)

1. 特定テーマの調査・研究を目的とする
2  期間 :2年以内.ただし必要に応じて1年間延長するこ
とができる。

3. 欄或 :ギ杏 1名,幹事 1名,委員20名以内.
4  運営経費 :年額10万円を学会が負担する.
5.事 業。会言梓罠告 :期末に当該期の活動ならびに会言梓艮告
を行い,設置期間満了後に成果報告書を提出する.
6. 設置数 :原則として 1部門 3分科会

研究分科会募集

D&D'99参加登録時にメーリングリストdmc― memberヘ
の参加を希望された方々の登録が完了致しました これにより
本メーリングリストの参加者数は514名 となりました。こ協力
ありがとうござました。      ヽ
この度の参加:者増加により,本メーリングリストから今後一
層有用な情報が得られるようになると思います.皆様の周囲に
未登録の方がおられましたら是非登録をお勧めして下さい。ま

た,本部門で運営しております部門登録者データベースヘの登
録をなさいますと, ご希望により同時にメーリングリストヘの

登録を行うことができます。データベース未登録の方はぜひこ

の機会に登録をお奨めします。

なお,メ ーリングリストおよびデータベースヘの新規登録と

利用方法に関する詳細は,部門ホームページに掲載の予定です
ので,そちらをご覧下さい。

部門ホームページァドレス

http:〃 www,Sme or.jp/dmc/

広報委員会からのお知らせ

部門メーリングリストおよび吉IF日登録者データベース

日

諸団体各賞・研究助成一覧
日本機械学会宛に諸団体より各賞 。研究助成の推薦あるいは周知のご依頼をいただいた中で,本部門に関係の深いと思われる賞・研究助成を抜
粋いたしました 本会を通 じて推薦を希望される方は,本会総務課までご照会下さい なお,申請・応募書類は,各締切 国の 2ヶ月前 (厳守)ま
でに,学会へご提出願います

電言舌 03(5360)3500///FAX 03 3508

研究助成
(財)油空圧機器技術振興財団

研究開発,技術交流,講演会助成
(財 )メ カ トロニクス 技術高度化財団

賞の名称または種別
下段は募集団体名

各団体締切口 賞 ・ 助 成 の 概 要 備  考
各団体連絡先

機械振興協会賞
(財)機械振興協会

4月 初旬

過去 3年以内に機械工業の技術に関わる研究開発において独創性,経
済性に富む業績を挙げ,機械工業における新製品の製造,製品の品質
性能の改善または生産の合理化に顕者な業績をあげた主たる企業研究
開発担当者 賞状,副賞

(0424)75-1157

4月 下旬
工学に関する優秀な研究成果を挙げ ,

の顕者な者で,新鋭中堅研究者に対す
独創性の発揮 と進歩への貢献度
る賞金の贈呈  1件 500万円 (03)3564-4822

トヨタ財団研究助成

(財 )ト ヨタ財団
5月下旬

研 究 テーマ,研究種別が分類されているもの 助成総額 2億 2000万円
程度, 1件あたりの金額はテーマ,種別により異なる

自薦にF艮る。

(03)3344-1701

海外派遣助成

研究助成

(財)新世代研究所

8月下旬

12月 中旬

ナノセンシングをキーヮー ドとした分野

ナノセンシングをキーヮ

35歳以下で国公私立大学または公立研究所に従事 し
際会議,国際シンポジウム等で研究発表する研究者
費 (1週間程度 )

― ドとした分野を対象
公立研究所に従事 している研究者

く)

限定期間内で国
渡航費十滞在

35歳以下で国公私立大学または
総額 2,500万円 (1 100～ 200万円 )

(03)3255--5922

島津功労者表彰

島津科学技術研究開発助成

島津海外研修研究援助
(財)島津科学技術振興財団

9月下旬

9月下旬

4月・ 7月
10月 ・ 1月

不斗学計測に関する基礎的な研究で近年著
賞状,賞牌,副賞300万 円 (年 2件 )

しい成果を挙げた研究者

科学計測に関する基礎的研究 総額2200万円(1件 100万 円,250万円)
海外の研究集会に研究発表 海外留学者を援助
の対象
40歳以下 (総額540万 円,年 36件程度 ,1件 15万 円程度 )

自薦に限る。

(075)823-3240

10月 下旬
油圧・空気圧機器の①開発に関する基礎的・応用的研究,②生産に関
する技術研究,③利用に関する技術研究の何れかを研究されている42
歳以下の研究者 研究助成  4件程度 (1件 100万 円 )

(06)340-5885

11月 上旬

技術交流,講
演会等は随時

但 し事前に財

団へ照会する
こと。

発歳評 事会塞 
技術高度化研究に携わる国内,外の大学,高専,研

;ζ争曇3ヨgを三8:E鵞§子稗ξ者号?要鬱蒲彊桂55督暑基螢
3蓄
纂会蟄F歩霙雲息晶建蕃

に
露鋳島徴♀
メカトロニクス技術に関す

(03)5496-5746
事務局

研究助成
公益信託小野音響学基金

12月 下旬
大学 , にP斤属 の研究に っている助手,講師お

る者 (応募時年齢 35歳まで )
し

よびこれ らと
円 1 円以下 4( )

(03)3344-3011
事務局

11



― どのような講習会に出席されたいですか? ―
講習会企画委員会では,皆様方より
「どのようなテーマの講習会に出席されたいかJ

あるいは

「どのような講師の方々のお言舌を聞きたいかJ
などについてご意見を頂戴いたしたいと思っております。

下記アドレスまでE― mailにて, ご意見をお送りくだされ

ば幸いに存じます.

どうぞよろしくお願い申し上げます。

講習会企画委員会 委員長 藤田 聡 (中
E― maili sfujita@cck.dendai ac,p

講習会企画委員会 幹事  田川泰敬 (東京農二大学)
E― maili yasu@kona■ lech,tuat.ac.jp

機械システムのダイナミックス入門

Window釧成寸応プログラム

今般標記のプログラムを開発し,販売することといたしまし
たのでご案内申し上げます。このプログラムは,各自が定数を
変更して応答を確かめることによって,さ らに理解を深めるこ
とができる特色を持ちます.既刊のプログラムをお持ちの方
は,既購入者特価 6300円 Gな△),送料500円でご購入いただ
けます。未購入者の方も,Windows版を追加いたしましたプ
ログラムを会員特価16500円,定価21000円 (いずれも税込),
送料1000円で販売いたしますので,是非ご利用をお願いしま
す 言新田は学会誌 6月号会告266ページをご覧下さい.

出版事業部会からのお知らせ

D&D講演会および春の企画について
◆ D&D2000は下言己の要領で開催予定です。
会期 :2000年 9月 5日～ 8日     会場 :明イ台大学リバティータワー (東京・神田駿同台)
◆ D&D2001は 2001年 8月開催予定
◆ 振動。音響。波動シンポジウム(案)を2000年 3月 16,17日 に千葉で開催します。 (言軒田は6ページをご覧ください)

年 間 カ レ ン ダ ー
機械力学・計測制御部門講演会等行事一覧

開 催 日 名 称 開 催 地

1999年 7月 27日 ～29日 1999年度年次大会 東京

1999年 9月 12日 ～15日 International Symposiuni on WIotiOn and Vibration Contr01 (WIOVIC'99) ラスベガス

1999年 10月 13日～ 15日 第11回「電磁力関連のダイナミックスJ シンポジウム 横浜

1999年 10月 27日 ～29日
ジョイント・シンポジウム スポーツエ学シンポジウム1999
シンポジウム :ヒ ューマン・ダイナミクス1999

つくば

1999年 12月 13日～ 15日 アジア太平洋振動会議'99(A― PVC'99) シンガポール

2000年 3月 16日～ 17日 振動・音響・波動シンポジウム(案 ) 千葉

2000年 8月 1日 ～ 4日 2000年度年次大会 名古屋

2000年 9月 5日 ～ 8日 D&D COnference 2000 東京

第77期 機械力学・計測制御部門運営委員会

部門長

副部門長

幹事

一
彦
和

勇
成
秀

藤

子
村

佐
金

西

(埼玉大)

(東大)
(千葉大)

運営委員会委員 井上 昭
男
彦

彦

幸

国
隆

田
原
野

石

石
小

大久保博志

(岡山大)
(名大)

(川崎重工)
(小野測器)

(阪府大)
(神奈川工科大)

(神戸大)

(東工大)
(富山大)

(北大)
(九大)

(東芝)
(名大)

(ト ヨタ自動車)
(安川電機)

章
雄

守
之

樹

明
仁
夫

雄

聡
裕
樹

信
浩

也

元
信

　
一〒
弘
佳
　

孝

幹

　
　
茂
　

　

卓

中
中
中

木

原
道

岐

居
井

田
本

井
下

本
村

田
田

田
高
高

嘩

土
鳥

中

藤
藤
森

森

山
吉

(IHI)
(都立科技大 )

(三菱重工 )

(日立 )

(東工大)

(上智大)

(秋田大)

(静岡大)

(京大 )

(東京電機大 )

(鉄道総研 )

(三菱重工 )

(横浜国大 )

(埼玉大)

(都立大)

豪

造

治
雄
徳

広

均

一
洋

正

庄
康

邦
幸

孝
　

良

島

村
村

泉
林

藤

田
松

田
本

川

河
木

小
小

近
榊
末
杉

住

常設委員会組織

ニューズレターに関するご意見,掲載ご希望の記事などございましたら,編集委員までお寄せ下さい
E― mail,dmc― pr@,sme Or jp

総務委員会    委員長
幹事

広報委員会    委員長
幹事

表彰委員会    委員長
幹事

出版委員会    委員長
幹事

講習会企画委員会 委員長
幹事

森下  信
森井 茂樹
小林 幸徳
高原 弘樹
木村 康治
嘩道 佳明
小野 隆彦
山本  浩
藤田  聡
田川 泰敬
(東京農工大)

■DYHAMICS
編 集 室

日本機械学会機械力学・計測常峰Π部門

〒160・ 0016東京都新宿区信濃町35番地

憶郭姜田丁′火束I離官5階  TEL 03-5360-3500

FAX 03-5360-3508

編集責任者  小林幸徳(北大)
編集委員  高原弘樹(東工大)神谷恵輔(名大)渡辺亨(慶應大)
部門ホームページ :http://www,Sme Or ip/dmC/

発行日   1999年 7月 26日
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